
 

 

 

 

 

 

 

 
 

島のシンボル「伊江島タッチュー」 

島の東寄りにある岩山で、烏帽子を思わせる独特な形から古くから近海を航海する船の道しるべになっていた。

現在でも海人（漁師）などが目印としている。またその姿は村民の守り神でもあり、村のシンボルとなっている。 

村外からは「伊江島タッチュー」の名で親しまれており、島全体を見渡すことができる 360度パノラマの山頂の

景色は絶景。山頂には、「力（ちから）タンナーパ足跡の伝説」の石碑がある。 

城山の地層は島より 7000 万年も古く、世界でも珍しいオフスクレープ現象によって形づくられた岩山で、この

地質現象を見ることができるのは世界で伊江島だけである。 

城山
ぐすくやま

 172m 

 

＊登山道： 

・登山道が整備されている。東登山口から中腹まで車の利用

が可能。南登山口から中腹まで階段で 247段。 

・登山口から頂上までは 291 段の階段が続くが、一本道であ

り、迷うことはない。 

＊注意点／アドバイス： 

・距離は短いが、階段が急な部分もあるため、体調に合わせ

楽しみながらの登山を行ってください。 

・登山口そばに公衆トイレあり。 

＊登山口までのアクセス： 

・伊江港から車で 10分、徒歩 30分。 

・レンタカー利用可、中腹展望台に駐車場あり。 

登山口 

＊関連行事・イベント： 

・伊江島一周マラソン大会（毎年 4月上旬） 

・伊江島ゆり祭り（毎年 4月中旬から 5月初旬開催） 

＊周辺情報： 

・島内宿泊可能。 

・中腹に城山売店（お土産物）、自販機あり。 
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●距離：約 200m（登山口～山頂） 
●歩行時間：上り約 20分、下り約 15分 

■島のプロフィール 

農水産業が盛んな島。さとうきびや葉たばこ、菊、

島らっきょう、肉用牛やラム酒を生産し、ヤイトハ

タなどの養殖も行われている。民泊事業の先進地。 

問い合わせ／伊江村役場商工観光課  0980-49-2906 

（ＨＰ://www.iejima.org/ieson/） 

中腹展望台 

東登山口 

南登山口 
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（沖縄本島から見える城山） 

（頂上からの風景） 

※すべての地図は、国土地理院の電子地形図を加工して作成したものです。 



＜周辺位置図＞ 

 

 

 

◆「しま山 100 選」とは 

（公財）日本離島センターでは、海に囲まれた島の山々の個性や魅力にスポットをあて、全国の

島々を対象に、「しま山 100 選」を選定しました。「しま山」を通じて、訪れる人にも、島の人に

も、島の魅力を再発見してもらい、交流の促進につなげていくことがねらいです。 

そもそも島とは、海の底から立ち上がった山であり、その姿は高山のような雄大さがありますが、

海抜にすれば 1,000 メートル以上のしま山は少なく、体力をあまり気にせずに頂を極める満足感

が得られ、一年を通じて楽しめる山が多いことが魅力です。草花や生きもの、地形や地質、全方位

のパノラマや多島美、史跡など、しま山ならではの特別な宝物にも出会えるかもしれません。 

海を渡ると、そこは島時間。日常からちょっと離れて、島旅・山旅にでかけてみましょう。山か

ら島を眺めれば、島の形や人々のくらしの場、島を囲む美しい海や砂浜、遠くの島々まで見渡すこ

とができ、その島をもっと身近に、もっと好きになれるはずです。 

 

 

 

 

「しま山」登山は、情報集めから 

本シートは、各山の魅力をまとめることで、まずは「しま山」や島に興味を持ってもらうことを目的として作

成したものです。「しま山」に行くことが決まったら、より詳細な情報を集め、登山計画を立てましょう。 

島旅は、季節や天候によって行程などに影響の出やすいものです。事前に、インターネットやガイドブックな

どで最新情報を確認するとともに、観光案内所や宿の方などに相談してみるのも、おすすめです。 

98.久米島 宇江城岳 

96.伊江島 城山 

97.座間味島 高月山 

99.石垣島 野底岳 

100.与那国島 宇良部岳 


